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諮問事項
「変化する社会情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に
応え続ける方策はいかにあるべきか」

趣旨

特別区消防団は、地域になくてはならない代替性のない存在であり、地域
防災力の中核として、住民の負託に応えてきたところである。
さらに、本年は、関東大震災から１００年の節目の年であるなど、消防団

への期待はさらに高まっており、東京の安全安心を守っていくためには地域
防災力の中核である消防団が、将来にわたって更に充実し、消防団としての
役割を果たしていく必要がある。
一方で、特別区においては、人口が２０３５年ごろに減少に転じ、２０５

０年をピークに高齢化が進行すると予測されているほか、近年は、ＤＸの進
展によるテレワークなどの働き方の多様化や、単身世帯の増加による地域コ
ミュニティの希薄化など、社会情勢は常に変化している。
このことから、各消防団や各区の特性なども踏まえながら、変化する社会

情勢に適応し特別区消防団の組織力を向上させ住民の負託に応え続ける方策
について諮問するものである。

審議期間 令和５年８月から令和７年３月まで

答申期日 令和７年３月３１日

１ 前回（令和５年度）諮問事項等について


